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件
の
相
談
に
対
応
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
医
療
費
や
社
会
保
障
制
度
、
精

神
的
不
安
や
苦
痛
、
治
療
後
の
社
会
復

帰
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
が
ん

患
者
や
そ
の
家
族
の
不
安
の
軽
減
、
市

民
へ
の
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
、
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
、
相

談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
患
者

の
思
い
に
一
層
寄
り
添
い
な
が
ら
、
幅

広
い
世
代
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

門も
ん
で
ん田　

雅ま
さ
ひ
こ彦

公
明
党

（
45
分
）

が
ん
相
談
支
援
は

答

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
市
民
か
ら
の

相
談
へ
の
対
応
、
情
報
交
換
の
場
や
市

民
公
開
講
座
の
開
催
等
を
通
じ
、
が
ん

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
２
０
１
７
年
度
は
、
４
０
２
６

問

市
民
病
院
の
「
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
成
果
と
課
題
は
。

生い
く

田た　
政ま

さ

代よ

公
明
党

（
40
分
）

５
歳
児
発
達
相
談
は

答

５
歳
児
発
達
相
談
は
、
集
団
生

活
に
お
け
る
子
ど
も
の
課
題
を
早
期
に

発
見
し
、
支
援
に
結
び
つ
け
、
ス
ム
ー

ズ
な
就
学
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、

質
問
票
を
活
用
し
た
相
談
を
行
う
も
の

問

２
０
１
６
年
度
か
ら
保
育
所

幼
稚
園
等
で
５
歳
児
発
達
相
談
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
は
。

で
あ
る
。
課
題
は
、
全
１
５
０
施
設
で

実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
引

き
続
き
相
談
の
拡
大
と
定
着
に
努
め
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
取
り
組
み
は

答

現
在
、
国
の
厚
生
科
学
審
議
会

に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

問

肺
炎
は
、
高
齢
者
に
な
る
ほ

ど
重
症
化
し
や
す
い
。
高
齢
者
へ
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
が
最
終
年
度
で

あ
る
が
、
受
け
忘
れ
た
方
や
接
種
で

き
な
か
っ
た
方
の
救
済
措
置
は
。

奥お
く　
　
陽よ

う

治じ

公
明
党

（
40
分
）

保
育
行
政
は

答

検
証
委
員
会
を
開
催
し
、
意
見

を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
公
表
す

る
。
そ
の
後
、
保
育
施
設
に
お
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
再
発

防
止
に
努
め
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
事

故
防
止
の
た
め
の
啓
発
を
行
う
。

問

市
立
保
育
所
の
事
故
に
お
け

る
検
証
と
再
発
防
止
は
。

防
災
行
政
は

答

①
河
川
流
域
ご
と
に
当
面
の
対

策
と
中
・
長
期
対
策
を
今
年
度
中
に
ま

と
め
る
。
今
後
も
県
河
川
の
改
修
事
業

を
加
速
し
、
水
路
改
修
や
排
水
機
の
増

強
な
ど
浸
水
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
。

②
学
区
・
地
区
防
災
（
避
難
）
計
画
を

踏
ま
え
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

推
進
し
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
市
民
と

防
災
や
減
災
の
意
識
の
共
有
を
進
め
る
。

問

①
「
福
山
市
域
に
お
け
る
浸

水
対
策
協
議
会
」
の
協
議
の
経
過
は
。

②
防
災
意
識
向
上
へ
の
考
え
は
。

宮み
や
も
と本　
宏ひ

ろ

樹き

公
明
党

（
35
分
）

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
道
路
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

常
設
員
や
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
情
報

提
供
な
ど
に
よ
り
、
道
路
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
他
の
自
治
体
で
実
証
実
験
が

進
め
ら
れ
て
い
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、

目
視
で
行
っ
て
い
る
点
検
を
Ａ
Ｉ
に
委

ね
る
も
の
で
あ
る
。　

こ
う
し
た
先
端

技
術
の
導
入
も
視

野
に
入
れ
、
よ
り

効
率
的
、
効
果
的

な
道
路
管
理
に
努

め
る
。

答

本
市
は
、
職
員
に
よ
る
定
期
点

検
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
土
木

問

他
都
市
で
は
、
路
面
の
点
検

に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
し
て
い
る
が
、
本
市
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。


